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●
各
地
で
活
動
し
て
い

　

ま
す

　
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
は
、
水
道
施
設
の
復
旧
工
事
の
た

め
水
道
部
職
員
２
人
と
地
元
事
業
者

５
人
の
計
７
人
を
派
遣
し
、
８
日
間

に
わ
た
り
復
旧
活
動
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
16
年
の
新
潟
県
中
越

地
震
で
は
、
水
道
部
職
員
２
人
と
給

水
車
１
台
を
応
急
給
水
活
動
の
た
め

現
地
へ
派
遣
し
、
給
水
活
動
を
し
て

き
て
い
ま
す
。

●
宮
城
県
内
で
は
相
互

　

応
援
体
制
の
取
り
決

　

め
が
な
さ
れ
て
い
ま
す

　
県
内
で
は
、
平
成
15
年
７
月
26
日

に
宮
城
県
北
部
を
震
源
と
し
た
宮
城

県
北
部
連
続
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

震
度
６
以
上
の
地
震
が
連
続
３
回
起

こ
り
、
県
内
の
水
道
施
設
は
一
時
１

万
５
千
余
世
帯
が
断
水
す
る
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
こ
の
時
は
３
日
間
、

９
人
の
職
員
と
給
水
車
１
台
を
派
遣

し
、
給
水
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
後
30
年
以
内
に
発
生
す

る
確
率
が
99
％
と
い
わ
れ
て
い
る
宮

城
県
沖
地
震
で
は
、
相
当
の
被
害
が

予
想
さ
れ
て
お
り
、
県
内
各
水
道
事

業
体
と
の
間
で
は
災
害
時
に
備
え
た

応
急
給
水
等
に
関
し
て
相
互
応
援
体

制
の
取
り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
助
け
合
っ
て
災
害
に

　

強
い
水
道
を

　
こ
う
し
た
中
、
水
道
部
で
は
、
平

成
18
年
７
月
25
日
に
「
災
害
時
に
お

け
る
応
急
復
旧
活
動
等
に
関
す
る
協

定
」
を
地
元
水
道
工
事
業
者
か
ら
な

る
仙
塩
地
区
管
工
事
業
協
同
組
合
と

の
間
で
結
び
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
同
組
合
の
協
力
・
応
援
の
も
と
、

水
道
施
設
が
復
旧
す
る
ま
で
の
応
急

給
水
活
動
や
、
水
道
施
設
の
給
水
機

能
を
回
復
さ
せ
る
応
急
復
旧
活
動
等

は
、
よ
り
一
層
速
や
か
で
的
確
な
対

応
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
水
道
部
で
は
、
災
害

時
に
対
し
、
飲
料
水
の
供
給
体
制
は

も
と
よ
り
来
る
べ
き
災
害
に
備
え
応

急
復
旧
等
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

給
水
活
動
に
協
力
し
ま
し

た
。（
新
潟
県
中
越
地
震
）

倒
壊
し
た
家
屋
（
新
潟
県
中
越
地
震
）

▲協定を結んで、災害に強い水道を目指します。

　

わ
た
し
た
ち
の
毎
日
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
道
。

　

し
か
し
、
一
度
災
害
等
で
被
害
を
受
け
れ
ば
、
早
期
復
旧
に
は

多
く
の
協
力
や
支
援
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
治
体
で
、
自
治
体
間
や
民
間
と
協
力
し

て
災
害
に
備
え
る
動
き
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
水
道
部
で
も
、
災

害
に
備
え
た
協
力
・
支
援
体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
れ
ら
の
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

水道部イメージキャラクター

「シオンちゃん」
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白
石
市
に
あ
る
南
部
山
浄
水
場
は
、

七
ヶ
宿
ダ
ム
を
水
源
と
し
（
取
水
量
は
、

30
万
㎥
／
日
）
、
塩
竈
市
を
含
む
仙

南
・
仙
塩
地
域
の
17
市
町
に
水
道
用
水

を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　
塩
竈
市
で
は
、
平
成
２
年
度
か
ら
南

部
山
浄
水
場
で
浄
水
し
た
水
を
受
水
し

て
お
り
、
平
成
18
年
度
は
５
千
７
百
㎥

／
日
で
、
最
終
的
な
受
水
量
は
１
万
１

千
５
百
㎥
／
日
で
す
。

　
大
倉
ダ
ム
・
七
ヶ
宿
ダ
ム
と
複
数
水

源
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
51
年
の
水
質
汚
濁
防
止
法

の
法
的
規
制
に
よ
り
、
浄
水
場
か

ら
排
出
さ
れ
る
処
理
水
等
が
公
共

用
水
域
へ
放
流
で
き
な
く
な
り
、

そ
れ
に
伴
い
排
水
処
理
施
設
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。

　
梅
の
宮
浄
水
場
排
水
処
理
施
設

は
、
浄
水
処
理
の
過
程
で
発
生
す
る
浄

水
汚
泥
等
の
処
理
を
行
う
施
設
で
、
昭

和
52
年
10
月
に
完
成
、
昭
和
53
年
度
よ

り
運
転
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
発
生
し
た
汚
泥
は
、
凍
結
融
解
法
で

処
理
さ
れ
た
後
、
水
分
と
土
分
（
脱
水

ケ
ー
キ
）
と
に
分
離
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

脱
水
ケ
ー
キ
は
セ
メ
ン
ト
原
料
の
一
部

と
し
て
100
％
有
効
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
凍
結
融
解
法
に
よ
る
排
水
処
理

施
設
で
は
、
薬
品
等
を
一
切
使
用
し
な

い
の
で
、
発
生

し
た
脱
水
ケ
ー

キ
は
二
次
公
害

の
発
生
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

水
。
そ
の
水
を
毎
日
お
届
け
し
て
い
る
水
道
事

業
は
「
地
方
公
営
企
業
」
と
し
て
経
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
一
般
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
税
金
に
よ
っ
て
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
水
道
事
業
は
水
道
料

金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を

「
独
立
採
算
制
」
と
い
い
ま
す
。

◆
安
心
し
て
水
道
を
お
使
い
い
た
だ
く

た
め
に
は
莫
大
な
経
費
が
か
か
り
ま
す

　
い
つ
で
も
安
心
し
て
水
道
を
お
使
い
い
た
だ

く
た
め
、
水
道
部
で
は
安
全
で
安
心
な
水
の
供

給
を
維
持
す
る
た
め
の
施
設
整
備
や
、
災
害
に

強
い
水
道
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
た
め
に
は
多
額
の
建
設
費
用
が
必

要
で
す
。
こ
れ
ら
の
費
用
は
水
道
料
金
だ
け
で

は
ま
か
な
え
ま
せ
ん
の
で
、
国
な
ど
か
ら
の
借

金
（
企
業
債
）
で
補
っ
て
い
ま
す
。

◆
水
道
部
の
取
り
組
み

　
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
財
政
状
況

（
料
金
収
入
の
減
収
、
企
業
債
の
返
還
等
）
や

社
会
情
勢
の
変
化
（
景
気
低
迷
の
影
響
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
等
）
に
対
応
し
た
健
全
な

水
道
事
業
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

詳
し
く
は
、
経
営
企
画
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
６
４
│
１
４
１
１

収　　入　　支　　出

1,783,619
（100.0％）

1,663,755
（100.0％）

人件費
26.5％

受水費
15.0％

支払利息
17.2％

維持管
理費等
19.4％

減価償却費等
21.9％

水 道 料 金
92.5％

当年度純利益
119,864

その他
7.5％

収益的収支の状況

平成17年度

（単位：千円）

水
道
事
業
は
独
立
採
算
制
で
経
営
さ
れ
て
い
ま
す

▲凍結融解槽

▼脱水ケーキ

現
在
建
設
中
の
藤
倉
Ｐ
Ｃ
タ
ン
ク
。

主
に
藤
倉
・
新
浜
地
区
に
水
を
供
給

し
ま
す
。
安
全
で
安
心
な
水
を
確
保

し
供
給
す
る
た
め
の
施
設
で
す
。

▲南部山浄水場（白石市）

水　の　水　の　旅水道の施設紹介水道の施設紹介
（梅の宮浄水場排水処理施設）
水道の施設紹介水道の施設紹介水道の施設紹介 水　の　旅

（南部山浄水場）
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皆皆様からの疑問・質問にお答えします皆様からの疑問・質問にお答えします
　水道部営業課「お客様相談係」では、皆様からの水道に関するご質問やご相談を受け付け

ています。年々、寄せられるご相談の件数は多くなり、平成17年度は92件のご相談があり

ました。その中でも赤水や塩素臭などの「水質」に関するご相談が多く、25件ありました。

　今回は、ご相談の多い水質について、皆様から寄せられた内容とその原因・対策について

ご紹介しますので、参考にされてはいかがでしょうか。

「赤い水が出るのですが」

　使い始めに赤い水が出るのは、家の中の配管や

蛇口などに長時間水が滞留していたために発生し

た鉄サビなどが、流れ出たものです。

　しばらく流すと、きれいな水になります。

　いつも赤い水が出るのは、家の中の水道管全体

に鉄サビが発生していると考えられます。

　この場合、水道部にご相談ください。

「蛇口からサビのようなものが出てくるので

すが」

　家の中の水道管が老朽化し、発生した鉄サビが

蛇口から出たものです。蛇口から勢いよく水を出

して洗管すればよくなりますが、一時的なもので

す。水道部にご相談ください。

「白く濁った水が出るのですが」

　白いものは、水道管の中に入った細かい空気の

泡です。しばらく置いておくと、泡が消えてきれ

いな水になります。この場合は、飲用に差し支え

ありません。

「塩素の臭いが気になるのですが」

　水道水には、殺菌のために塩素が入っています。

水温などにより、塩素臭が強くなる場合がありま

す。飲用に差し支えありませんが、気になる場合

は、汲み置きしたり、沸かしたりして、塩素臭を

とばすとよいでしょう。

　ただ、塩素が抜けると殺菌力が落ち、保存には

向かなくなります。早めに飲みきるようにしまし

ょう。

「やかんにこびりつく白いものは何ですか」

　水道水には微量のミネラルが含まれているので、

水分が蒸発すると、このミネラル分が白い物質に

なって残ります。

　健康に影響はありませんので、安心して飲用く

ださい。

「水質検査の結果を知りたいのですが」

　水道部では、法令に定められている水質検査を

実施し、安全な水をお届けしています。

　水質検査の結果は、水道部窓口・塩竈市役所市

政情報公開コーナー・エスプ・市民図書館等で閲

覧できます。また、ホームページからもダウンロ

ードできます。　

ホームページアドレス　http://www.city.shiogama.miyagi.jp

詳しくは、営業課お客様相談係　☎364-1412
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塩
竈
に
水
道
が
で
き
る
前
、
人
々

は
自
然
の
湧
水
を
飲
料
水
に
し
て
い

ま
し
た
。
飲
み
水
の
供
給
地
は
七
清

水
と
よ
ば
れ
る
七
ヵ
所
の
湧
水
で
し

た
。
　
七
清
水
は
と
ら
こ
清
水
（
現
赤

坂
）
、
江
尻
清
水
（
現
泉
ヶ
岡
地
内

愛
宕
神
社
坂
下
）
、
か
り
ま
た
清
水

（
現
今
宮
町
内
上
の
原
付
近
）、小
松

崎
清
水
（
現
小
松
崎
女
郎
山
付
近
）
、

膳
部
清
水
（
現
桜
ヶ
丘
）
、
花
立
清

水
（
現
花
立
町
）
、
か
ら
す
清
水

（
現
尾
島
町
）
の
七
つ
で
す
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
清
水
は
す
べ
て
町
か

ら
離
れ
て
い
た
の
で
、
町
場
の
人
々

に
と
っ
て
、
飲
み
水
の
確
保
は
簡
単

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
塩
竈
の
町
に
も
人
口
が

増
え
、
七
清
水
だ
け
で
は
水
が
足
り

な
く
な
り
、
井
戸
が
掘
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
海
に
近
い
た
め
に
塩
分
や

鉄
分
が
多
く
、
飲
め
る
水
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
現
在
残
っ
て
い
る
清
水
は
膳
部
清

水
だ
け
で
す
が
、
今
で
も
豊
か
な
水

を
た
た
え
て
い
ま
す
。

◆
貯
水
槽
と
は
◆

　
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
高
い
建
物
で
は
、
水

道
管
か
ら
供
給
さ
れ
た
水
を
い
っ
た
ん
受
水
槽
に
た

め
、
こ
れ
を
ポ
ン
プ
で
直
接
、
ま
た
は
高
架
水
槽
を

経
由
し
て
各
戸
に
給
水
し
ま
す
。
こ
の
受
水
槽
と
高

架
水
槽
を
あ
わ
せ
た
設
備
を
貯
水
槽
と
い
い
ま
す
。

　
貯
水
槽
の
管
理
は
、
貯
水
槽
設
置
者
（
所
有
者
）

の
方
の
責
任
に
な
り
ま
す
の
で
次
の
点
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
日
頃
の
管
理
を
怠
る
と
大
変
な
事
故
に
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
正
し
い
管
理
の
仕
方
を

知
っ
て
、
安
全
な
水
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
貯
水
槽
の
清
掃

　
１
年
に
最
低
１
回
以

上
、
専
門
の
清
掃
登
録

業
者
に
定
期
的
に
清
掃

を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

ょ
う
。

●
貯
水
槽
の
点
検

　
水
槽
に
ヒ
ビ
割
れ
が
な
い
か
、
汚
水
な
ど
に

汚
染
さ
れ
て
い
な
い
か
、
水
槽
内
に
異
物
の
混

入
が
な
い
か
な
ど
、
定
期
的
に
点
検
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
水
質
検
査
の
実
施

　
受
水
槽
以
降
の
蛇
口
か
ら
出
る
水
の
水
質
検

査
を
定
期
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
異
常
が
あ

っ
た
と
き
に
は
、
必
要
な
水
質
検
査
を
行
い
、

安
全
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

詳
し
く
は
、
営
業
課
給
水
装
置
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
６
４
│
１
４
１
２

　
膳
部
清
水
を
今
で
も
お
使
い
に
な

っ
て
い
る
佐
藤
平
松
さ
ん
に
お
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
水
道
が
入
る
前
は
、
井
戸

の
水
を
飲
ん
で
い
ま
し
た
。
今
は
、

飲
み
水
に
は
使
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

洗
い
物
を
し
た
り
、
庭
の
花
に
水
を

や
っ
た
り
す
る
の
に
使
っ
て
い
ま
す
。

昔
に
比
べ
て
水
位
は
下
が
り
ま
し
た

が
、
ま
だ
十
分
き
れ
い
な
水
が
湧
い

て
い
ま
す
。

　
今
で
も
、
時
々
井
戸
を
か
い
て
水

が
使
え
る
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま

す
。
小
学
生
が
授
業
で
見
に
来
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、
残
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

塩竈神社

藤倉湾

鳥居原

卍

祓川
赤坂

とらこ清水

かりまた清水 小松崎清水

杉の入裏 杉の入表

江尻清水

膳部清水

花立

花立清水 からす清水

泉
沢

長
沢

小
松
崎

船
戸

御釜神社

旧海岸線
昭和初期
の海岸線

七
清
水

メーターボックス

区　　　分

水道の管理

水質の管理

道路部分

水道部

水　　道　　部

敷地部分 建物部分

設置者（使用者・所有者等）

設置者（所有者等）

（貯水槽）
受水槽

配水管

高架水槽（貯水槽）

貯
水
槽
の
し
く
み
と
管
理
に
つ
い
て
ご
存
知
で
す
か

貯
水
槽
の
し
く
み
と
管
理
に
つ
い
て
ご
存
知
で
す
か

貯
水
槽
の
し
く
み
と
管
理
に
つ
い
て
ご
存
知
で
す
か

貯
水
槽
の
し
く
み
と
管
理
に
つ
い
て
ご
存
知
で
す
か

貯
水
槽
の
し
く
み
と
管
理
に
つ
い
て
ご
存
知
で
す
か

水
道
の
歴
史

❶
　
七
清
水

水道水が

汚染

亀裂から

水が

防虫網が
破れて虫や
ネズミが
侵入

フタが開いて
雨水・ゴミ
などが中に

給水管が
老化して
鉄サビが
発生

きちんと管理されないとこんなことが……きちんと管理されないとこんなことが……


